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２.特許技術の紹介

・開発経緯・目的：

・特許発明技術の成果：

熱カット・静電気防止する金属酸化物微粒子
（アンチモン酸化物）に紫外線カット機能を付加、
ガラスに金属膜を形成する塗装方法の開発。

紫外線95±％・赤外線50±％ｶｯﾄ、可視光透過
率80％以上の高品質・塗膜を形成可能にした。

全てのガラスに歪みや斑のない、鉛筆芯硬度
7±Ｈの硬い金属膜を形成。メンテナンスフリー
で半永久的に省エネ・ＣＯ2削減に貢献する。

株式会社フミン の“光熱フィルター ”



株式会社フミン の“光熱フィルター ”



３．”光熱フィルター” の性能・特徴(Ⅰ)

株式会社フミン の“光熱フィルター ”

窓ガラス用紫外線・赤外線反射吸収コーティング剤

①近赤外線を50±%カット：－10±゜Cの体感温度

②紫外線を95±%カット：室・車内の窓側物品、人を保護

③複眼昆虫（ガ・アブ・ハチ等）の飛来防止：ﾎﾃﾙ・ﾚｽﾄﾗﾝ

④無機系膜で不燃性&抜群の透明度：透過率80%以上

⑤傷つきにくく、長持ち：硬度7±Hの膜で耐久性10年

⑥熱割れしにくい：ガラスと同じ膨張率の5±μ金属膜



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

４．”光熱フィルター” の性能・特徴(Ⅱ)

簡便・確実・高品質な塗膜形成塗装方法

①一液性アンチモン酸化物・ＡＴＯ使用

②市販（一部改造）温風低圧スプレーガン・エ
アー カーテン式による1回塗り塗布と即時乾燥

③大型ガラス、曲面ガラス、現場・工場施工ＯＫ

光熱フィルター施工による抜群の省エネ経済性

①赤外線カットによる室内温度：－2～－5゜C

光熱フィルターは暑いと感じる体感温度を下げる

②エアコン設定温度：－2゜C→最大20%の省エネ



株式会社フミン の“光熱フィルター ”



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

室温15℃

外気温0℃結露の違い（上が施工ガラス）



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

大手鉄道関係会社

東向きの窓ガラス
朝の日差しが強い

測
定
器
を
設
置

8/22日差しはないが－3.1℃の差8/23日差し強い9時が－12.5℃の差

最高42.1℃

最高39.0℃

最高57.1℃

最高44.6℃
施
工
し
た
部
屋



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

2007年 Ｙ交通 都市間車輌・燃費比較データ

ニッサンＤ 直結エアコン350ps  未施工
走行距離 Ｈ18.4月～Ｈ19.8月 17ヶ月間 176,543km
給油合計 62,069 リッター平均走行距離 2.84km／

ニッサンＤ 直結エアコン350ps  光熱フィルター施工
走行距離 Ｈ18.4月～Ｈ19.8月 17ヶ月間 183,957km
給油合計 61,547 リッター平均走行距離 2.99km／
年間換算 軽油削減量－2,900 ＠100円／ －￥290,000

＊1000台に施工した予想
－2,900 ｘ 1000台＝－2,900,000
金額にしてｰ2,900,000 ｘ 軽油＠100円＝－2億9千万円



５． ビジネスモデルとプラン
1) 直接対象市場・当面のターゲット顧客

株式会社フミン の“光熱フィルター ”

①一般建築物の窓ガラス：

ショーウインドー、車ﾃﾞｨｰﾗ、ｺﾝﾋﾞﾆ・銀行、
携帯電話ｼｮｯﾌﾟ、外食ﾁｪｰﾝ店、病院、学校、
ホテル、ISO14000取得企業ﾋﾞﾙ 、

新築より総ガラス張りの改築が増える傾向

②個人住宅の窓ガラス：

冬期の室内暖房熱を金属膜が吸収するた
め結露防止にもなる。(新築&リホーム時)

③車（日本でフロントガラス約150万交換）・バス・電車：

エアコンが効きにくい車輌、燃費が良くなる



2) 他社競合品の状況

株式会社フミン の“光熱フィルター ”

方法 価格／㎡ 性能 仕上り 全てのガラス
に対応するか

問題点

耐久性

スプレーガン

光熱フィルター

￥14,000
～

①赤外線

50±％カット

②紫外線

95±％カット

垂れや斑の無
い完璧な塗膜。
可視光透過率

85±％

巨大・曲面・網
入りガラス・

アクリル・塩ビ・

全てに可能

室内から施
工・外部から
施工、どちら
も可能

耐久性10年

真空蒸着法

スパッタリング法

Low-E

ダブルガラス

4～8万円

高額

一般住宅
向き

①赤外線

35±％カット

②紫外線

90±％カット

膜が白く光る。

可視光透過率

50±％

2枚で重い

一辺が3ｍまで

ビル・ショールー
ム用はなし。

全て工場生産

ダブルガラスの
内側が結露で
汚れる時があり
掃除が不可。

耐久性10年

機能フイルム ￥15,000

～25,000

① 35±％カット

② 95±％カット
可視光透過率

85±％

熱割れ心配

巨大・曲面ガラ
スに困難。網入
りには不可

張替えが大変

耐久性5±年

スポンジこすり塗り
工法

￥14,000
±

① 25±％カット

② 85±％カット
歪みや塗り斑がで
やすく四隅が困難。

大きなガラスに均
一に塗るのは困難

満足度が低い

流し込み工法 ￥14,000
±

① 25±％カット

② 85±％カット
歪みや塗り斑がで
やすく四隅が困難。

大きなガラスに均
一に塗るのは困難

満足度が低い



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

3) 潜在市場規模試算

新築・新車分
(億円/年)

既建築・製造分
(億円)

合計 今後10年間
潜在市場規模
(億円/年)

①
商業ビル・公的施設・
店舗の窓ガラス 75 1,503

(20年間)
226

②
個人用住宅の
窓ガラス 95

952
(10年間)

190

③
中型乗用車・バス・
電車 1,246 3,739

(3年間)
1,620

1,417 2,036

＊基本施工料：１４千円／ｍ２

対象潜在市場合計

＊施工対象建築物ガラス面積：
［年間着工床面積統計値の平方根×ガラス高さ２ｍ］



4) 売上高・収益計画 (自社売上高+ロイヤルティ売上高)

株式会社フミン の“光熱フィルター ”

単位：百万円／年

No.
初年度
(H20年)

２年後
(H21年)

３年後
(H22年)

備 考

1 30 150 750

2 5 15 125

3 35 165 875

4 23 107 569 粗利益率：65%

5 (200) (1,000) (10,000)

市場規模：上記*1
＋自動車ガラス用
1600億円/年、
計約2000億円/年

6 10 50 500 5.売上高の5%

7 45 215 1,375

8 33 157 1,069売上粗利益 再計

*1市場規模：
約400億円/年

売上粗利益

(代理店・売上高 計画）

ローヤリティ売上高

売上高 再計

商品・サービス名：
［光熱フィルター」の塗布事業

企業ビル・商業ビル・店舗等
のガラス窓への塗布施工

個人住宅のガラス窓への塗
布施工

売上高 合計



株式会社フミン の“光熱フィルター ”

5) 施工例



6) 事業化の課題と対応策

株式会社フミンの“光熱フィルター ”

■課題：全国展開のための協力会社の確保

<地区代理店（国内10社）・代理店（各県5～10社、日本国内500社）> 

■対応策：協力会社へのプレゼン資料の充実

①協力会社へ売上・収益見込みの具体的提示

②詳細作業マニュアルの完備

③トレーニングセンターの設置、熟練作業者の育成

④顧客向けPR資料(省エネデータ・実証データ含)

⑤受注確保への本社支援(重要顧客中心)


